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棚底地区振興会

 
一
月
二
十
九
日
（
月
）
福
岡
県
小

郡
市
か
ら
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
企
画

の
「
女
将
と
歩
く
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
一
行
１
３
名
が
石
垣
め
ぐ
り
に

来
町
。
観
光
ガ
イ
ド
を
歳
川
喜
三
生

さ
ん
が
勤
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
向
学
の
た
め
振
興
会
山
下
事
務

局
長
と
一
緒
に
同
行
し
た
。
 

 
当
日
は
、
倉
岳
お
ろ
し
の
冷
た
い

北
風
が
吹
き
つ
け
る
中
、
バ
ス
か
ら

降
り
た
ツ
ァ
ー
客
に
、
早
速
、
歳
川

さ
ん
が
「
ど
こ
か
ら
お
出
で
た
か
」

「
小
郡
市
は
福
岡
の
ど
の
位
置
に
あ

る
の
か
」
な
ど
質
問
さ
れ
て
い
た
。
 

 
少
し
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
処
で
、
倉
岳
が
天
草
で
一
番
高
い

山
で
あ
る
こ
と
な
ど
説
明
し
な
が

ら
松
本
さ
ん
宅
の
石
垣
を
見
学
し

た
。
冬
場
の
北
風
対
策
で
あ
る
こ
と

や
野
面
積
み
と
呼
ば
れ
る
構
造
な

ど
石
垣
を
見
な
が
ら
詳
し
く
解
説

さ
れ
て
い
た
。
一
方
参
加
者
か
ら
は

「
石
は
ど
こ
か
ら
持
っ
て
来
た
の

か
」「
い
つ
頃
築
か
れ
た
の
か
」
な
ど

次
々
に
質
問
が
さ
れ
て
い
た
。
 

 
次
に
吉
森
さ
ん
管
理
の
『
こ
ぐ

り
』
を
見
学
し
た
。
こ
こ
で
は
、
伏
流

水
を
利
用
し
た
農
業
用
水
路
で
あ

る
こ
と
や
床
掘
り
、
石
積
み
、
蓋
石
、

土
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
施
工
方
法
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
先
人
た
ち
の

知
恵
に
改
め
て
関
心
さ
れ
て
い
た
。
 

 
今
回
は
、
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、

急
ぎ
足
で
の
見
学
と
な
っ
た
が
、
歳

川
さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
説
明
と

話
術
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
 

 
平
成
２
９
年
度
倉
岳

地
区
公
民
館
全
体
講
座

「
町
民
総
幸
福
量
の
ま
ち

づ
く
り
講
座
」
が
２
月
４

日
（
日
）
倉
岳
多
目
的
研
修

集
会
施
設
で
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
、
あ
ま
く
さ

生
き
が
い
ネ
ッ
ト
主
宰

山
口
誠
治
氏
で
「
身
近
な

人
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
心
得
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
 

 
講
座
で
は
、
山
口
主
宰

が
提
案
さ
れ
た
「
幸
福
量

調
査
」
の
実
施
が
天
草
市

の
幸
せ
を
軸
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
有
効
で
あ

る
こ
と
や
地
域
の
活
性

化
、
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
の
方
策
な
ど
を
話

さ
れ
た
。
 

 
ま
た
、
今
年
、
「
長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

と
き
、
ど
ん
な
利
点
や
弊

害
が
あ
り
、
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
い
か
「
お
も
て
な

し
の
心
」
に
つ
い
て
日
本

一
の
旅
館
と
言
わ
れ
る

『
加
賀
屋
』
の
取
組
み
を
例

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
 

 
今
回
も
山
口
主
宰
の

「
天
草
を
何
と
か
せ
ん
ば

い
か
ん
」
と
い
う
気
持
ち

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る

い
い
講
演
だ
っ
た
。
 

 

「こぐり」の構造を説明される歳川さん 

主催者挨拶＝木村館長 

 ↑ 山口主宰のお話を熱心に聴く市民ら＝多目的集会室     

↑ 石垣に興味津々の参加者ら ↑ 談笑中の参加者ら＝松本さん方入口付近 

↑
天
草
の
人
達
は
潜
在
的
に
お
も

て
な
し
の
心
を
も
っ
て
い
る
と
話

さ
れ
る
＝
山
口
主
宰
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宮　田 455

2,842

主な行事予定 

          ３月 ２日（金）天高倉岳校卒業式         ３月１１日（日）倉岳中学校卒業式         ３月２３日（金）倉岳小学校卒業式         ３月２５日（日）市長・市会議員投票日          （予定のため変更になる場合あり）          

棚
底
城
通
信
 
第
２
２
号
 

 
今
年
に
な
っ
て
北
陸

地
方
は
、
記
録
的
な
大
雪

で
国
道
に
車
１
５
０
０

台
が
立
ち
往
生
す
る
な

ど
交
通
機
関
や
市
民
生

活
に
重
大
な
影
響
が
続

い
て
い
ま
す
。
特
に
１
月

中
旬
以
降
、
連
日
大
雪
に

関
す
る
話
題
が
新
聞
、
テ

レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
改
め

て
自
然
の
猛
威
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 

 
写
真
は
、
２
月
６
日

（
火
）
今
季
２
回
目
の
寒

波
襲
来
で
平
野
部
ま
で

一
面
、
雪
風
景
と
な
っ
た

コ
ミ
セ
ン
周
辺
で
す
。
 

棚
底
探
検
ウ
ォ
ー
ク
 

参
加
者
募
集
！
 

 
昨
年
は
市
内
・
外
か
ら
約
２
３
０

名
の
参
加
が
あ
っ
た
の
で
、
今
年
は

定
員
を
制
限
し
ま
し
た
。
健
康
に
自

信
の
あ
る
方
は
、
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

と
き
 
 
４
月
２
２
日
（
日
）
 

開
会
式
 

午
前
９
時
～

 

場
所
 
 

棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン
集
合

 

定
員
 
 
２
０
０
人
（
先
着
順
）
 

参
加
料
 

一
般
 
 
 
５
０
０
円

 

 
 
 
 

高
校
生
以
下
２
０
０
円
 

 
問
 
棚
底
地
区
 

 
 
 
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
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 城山から塔尾を歩く参加者ら＝昨年の探検ウォークから 

 ２９年度の発掘調査も、様々な成果が見られています。Ⅰ郭東側の

発掘調査区では、幅３．３ｍ、深さ１．６ｍにも及ぶ空堀の痕跡や、幅

５０ｃｍ程の狭い城道と土留めとみられる石積などの遺構が確認され

ました。また、戦国時代の陶磁器片も数多く出土し、特に棚底城跡で

は初めての出土となったタイで生産された陶器壺は、改めて棚底城

が国際色豊かな城であったことを教えてくれる貴重な遺物です。この

ような貴重な発見があった発掘調査の成果を皆さんにご覧いただくた

め、次のとおり発掘調査現地説明会を開催いたします。 

 ぜひ、ご参加ください. 
 

    日   時 ： 平成３０年３月１７日（土） 

     受       付 ： １３ ： ００～   説明 １３ ： ３０～１４ ： ３０ 

   集合場所 ： 棚底地区振興会ひろば 
 ※少雨決行、参加自由です。山登りのできる格好でお越しください。 

 ※大切なお知らせ 

   各自、自己責任でのご参加をお願いいたします。 

   参加中のケガや病気・事故につきましては、主催者は責任を負 

   いかねますのでご了承ください。    （天草市文化課 中山） 

３月１７日（土） 

Ⅰ郭を守る空堀の発掘状況 


